
基本理念

①「子どものために」

子どもの現在だけでなく，子どもの

未来を見据えて

②「子どもと一緒に」

子どもの心の景色を大事にし，常に

心を子どもに向け子どもの思いを感じ

取ろうとする姿勢を大切に

③「子どもの“よさ”を」

子どものよさを認め引き出し，夢と

生き甲斐をもたせる教育活動の推進

笑顔がいっぱいの学校

基 本 方 針

めざす子ども像
①みんなとなかよく活動する子

②進んで学ぶ子

③めあてをもち 元気よく運動する子

めざす学校像
①思いやりと礼儀のある明るい学校

②分かる･できる喜び，学ぶ楽しさのある学校

③内外に開かれ，信頼と誇りをもてる学校

④子どもと教師の姿で教育活動の成果を伝える学校

今年度の学校目標

学ぶ楽しさを味わいながら，
自分の考えや思いを生き生きと
表現する子どもの育成

学校経営方針
特色ある教育活動

校内

研修

●本に親しむことを目的とする。

・毎朝の1０分間読書の実施

・図書ボランティアによる本の読み聞かせの実施

・学校図書館の積極的な活用

・秋に読書週間を設ける。

●働くことの意義について体験を通して理解させる。

① 日常の清掃活動 ② ボランティア清掃作業 ③ゴミ０（ゼロ）

●異学年との交流を図り，学校生活を有意義に過ごす。

①春の遠足…低・中・高学年に分かれて徒歩遠足を実施。

②生活科…学校探検等で１・２年生の交流を図る。

③その他の活動…縦割り清掃，交流給食，チャレンジ集会，

クラブ・委員会活動

●学校行事，児童会行事の充実

・ 地域ふれあい交流会，１年生を迎える会，６年生を送

る会 等

●係，当番，委員会の活動等

● 重点指導項目を設定する。

● 道徳授業の研究を推進する。

●あいさつをしっかりする。

● 規律ある行動（きまり・時間を守る。黙動）

●家庭との連携を工夫する。

●あんぜん，あとしまつの徹底

● 給食指導，歯みがき指導の充実を図る。

・食育の充実と望ましい食習慣の形成

・ 給食強調週間の実施（食べ方，姿勢，残さない等）

・歯みがきの励行。（歯みがきビデオの活用）

・ 年２回「歯みがき強調週間」を実施。

●ねらいを持たせた運動を取り入れる。

・ 基礎基本の充実を図る。

・「動きづくり」の導入

・「身につけさせたい技能」を設定し，

全校体制で取り組む。

・学習発表会でのマット・とび箱運動

の発表

・ 身体表現運動の発表

● 体力の向上を図りながら，最後ま

でやり通す気持ちを育てる。

・目標に向かって主体的に取り組む

態度を育てる。

①マラソン大会（１・２学期）

②なわとび大会（3学期）

●個に応じた指導法や指導体制の工夫，改善を図る。

●３年生以上全ての学級において、T・T指導による算数科の授

業を行う。

● 月曜日の放課後を個別指導の時間として確保し，学習内容の

理解と定着を図る。

●毎週４回、朝２０分間「モジュールの時間」を設定し、ドリ

ルや学習内容を進める授業を行う。

●国語や他の教科の学習に，音読を効果的に取り入れる。

● 学年に応じて，学習時間や家庭学習の決まりを定め，毎日の

学習習慣の定着を図る。

● 自分の思いや考えを「話す」「書く」「歌唱」

「身体表現」等様々な手立てで，進んで表現

しようとする意欲と感性を高める学習指導や

行事の工夫

●校外自主学習

・グループで総合的な学習の一つとして自主的見学を行う。

見学地への連絡や交通手段，見学内容等について，児童

が主体的に調べる活動を通して自主性や判断力を養う。

① 3年生・・・三日町の商店街

② 4年生・・・八戸市の公共施設

③ 5年生・・・八戸市の観光施設

④ 6年生・・・函館市の歴史及び文化・産業

※ １・2年の生活科でも見学活動を行い，素地を育てる。

教育目標

心豊かにたくましく
努力目標：めあてをもち元気よく 努力目標：みんなとなかよく

努力目標：すすんでまなぶ

● 主体的に問題を解決する能力や態度を

育てる。

①地域を視点としての学習。

・中学年･･･福祉関係

・高学年･･･わたしたちの八戸

② 生活に関わる事象を対象とした学習。

●交流活動

・第一養護学校との交流会

・特別養護老人ホーム訪問

表現する力の向上
総合的な学習（わくわくタイム）と体験活動基礎・基本の習得

正課体育の充実

心 身 の 健 康

基礎体力の向上 基本的生活習慣の徹底 異 学 年 交 流

道徳教育の充実
奉 仕 作 業

読書指導の充実
特別活動の推進

●授業時間の増加（週１時間の増加）

・算数と理科の新単元の教材研究と指導の充実
・外国語活動の実施
●道徳教育の充実

新学習指導要領完全実施

● 校内研修の日常化を図りながら，「分かるま

で」「できるまで」，ねばり強く追究・探求し

ようとする意欲を高めながら，学び方を身に

つけ，学ぶことの楽しさを味わえる学習指導

の工夫

追究する力の向上

【研究仮説】

課題を追究する活動において，話す・聞く活動を工夫し，子どもが主体的に課題

の解決に取り組むようにすることにより，自分の思いや考えを生き生きと表現する子

どもを育てることができる。

【研究主題】

思いや考えを生き生きと表現する子の育成

～課題を追究する活動の工夫を通して～


